
イ

直
前
三
年
の
各
事
業
年
度
の
う
ち
い
ず
れ

か
の
事
業
年
度
に
お
け
る
自
己
資
本
比
率
が

百
分
の
十
以
上
で
あ
る
こ
と
。

（
新
規
）

ロ

前
事
業
年
度
に
お
け
る
損
益
計
算
書
上
の

営
業
利
益
金
額
に
当
該
損
益
計
算
書
上
の
減

価
償
却
費
の
額
を
加
え
て
得
た
額（
以
下「
営

業
利
益
金
額
等
」
と
い
う
。）が
零
を
超
え
る

こ
と
。

（
新
規
）

七
〜
九

（
略
）

六
〜
八

（
略
）

（
産
業
廃
棄
物
処
分
業
の
許
可
の
申
請
）

（
産
業
廃
棄
物
処
分
業
の
許
可
の
申
請
）

第
十
条
の
四

（
略
）

第
十
条
の
四

（
略
）

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
及
び

図
面
を
添
付
す
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
及
び

図
面
を
添
付
す
る
も
の
と
す
る
。

一
〜
八

（
略
）

一
〜
八

（
略
）

九

申
請
者
が
優
良
産
業
廃
棄
物
処
分
業
者
に
該

当
す
る
も
の
と
し
て
法
第
十
四
条
第
七
項
の
許

可
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
で
あ
る
場
合

に
は
、
次
条
第
一
号
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す

る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面
並
び
に
同
条
第
二
号

か
ら
第
四
号
ま
で
及
び
第
八
号
に
掲
げ
る
基
準

に
適
合
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

九

申
請
者
が
優
良
産
業
廃
棄
物
処
分
業
者
に
該

当
す
る
も
の
と
し
て
法
第
十
四
条
第
七
項
の
許

可
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
で
あ
る
場
合

に
は
、
次
条
第
一
号
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す

る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面
並
び
に
同
条
第
二
号

か
ら
第
四
号
ま
で
及
び
第
七
号
に
掲
げ
る
基
準

に
適
合
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

３

前
項
第
九
号
の
規
定
に
基
づ
き
次
条
第
二
号
に

掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
類
と

し
て
申
請
者
以
外
の
者
が
作
成
し
た
書
類
を
提
出

す
る
と
き
は
、
環
境
大
臣
が
指
定
す
る
者
が
作
成

し
た
書
類
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
規
）

４

環
境
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
し

た
と
き
は
、
指
定
を
受
け
た
者
の
氏
名
又
は
名
称

及
び
住
所
を
公
示
す
る
も
の
と
す
る
。
公
示
し
た

事
項
に
変
更
が
あ
つ
た
と
き
、
又
は
指
定
を
取
り

消
し
た
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

（
新
規
）

５

都
道
府
県
知
事
は
、
申
請
者
が
次
条
各
号
に
掲

げ
る
基
準
に
適
合
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
第
二

項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
第
一
号
及
び
第

四
号
に
掲
げ
る
書
類
並
び
に
同
項
第
八
号
に
掲
げ

る
書
類
（
第
九
条
の
二
第
二
項
第
六
号
に
掲
げ
る

書
類
及
び
同
項
第
八
号
に
掲
げ
る
書
類
の
う
ち
定

款
又
は
寄
附
行
為
に
限
る
。）（
申
請
者
が
個
人
で

あ
る
場
合
に
は
、
第
二
項
第
一
号
及
び
第
四
号
に

掲
げ
る
書
類
）
の
添
付
を
要
し
な
い
も
の
と
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

３

都
道
府
県
知
事
は
、
申
請
者
が
次
条
各
号
に
掲

げ
る
基
準
に
適
合
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
項

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
第
一
号
及
び
第
四

号
に
掲
げ
る
書
類
並
び
に
同
項
第
八
号
に
掲
げ
る

書
類
（
第
九
条
の
二
第
二
項
第
六
号
に
掲
げ
る
書

類
及
び
同
項
第
八
号
に
掲
げ
る
書
類
の
う
ち
定
款

又
は
寄
附
行
為
に
限
る
。）（
申
請
者
が
個
人
で
あ

る
場
合
に
は
、
前
項
第
一
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ

る
書
類
）
の
添
付
を
要
し
な
い
も
の
と
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

６

（
略
）

４

（
略
）

７

都
道
府
県
知
事
は
、
申
請
者
が
法
第
十
四
条
第

一
項
若
し
く
は
第
六
項
、第
十
四
条
の
二
第
一
項
、

第
十
四
条
の
四
第
一
項
若
し
く
は
第
六
項
、
第
十

四
条
の
五
第
一
項
、
第
十
五
条
第
一
項
又
は
第
十

五
条
の
二
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
（
平

成
十
二
年
十
月
一
日
以
降
に
受
け
た
許
可
で
あ
つ

て
、
当
該
許
可
の
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過

し
な
い
も
の
（
第
九
条
の
二
第
八
項
（
第
十
条
の

九
第
二
項
、
第
十
条
の
十
二
第
二
項
及
び
第
十
条

の
二
十
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）、
こ
の
項
（
第
十
条
の
九
第
三
項
、
第
十
条

の
十
六
第
二
項
及
び
第
十
条
の
二
十
二
第
三
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
第
十
一
条

第
八
項
（
第
十
二
条
の
九
第
四
項
、
第
十
二
条
の

十
一
の
十
二
第
三
項
、
第
十
二
条
の
十
一
の
十
三

第
三
項
及
び
第
十
二
条
の
十
二
第
三
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
別
に
受

け
た
許
可
に
係
る
許
可
証
を
提
出
し
て
受
け
た
許

可
を
除
く
。）に
限
る
。）を
受
け
て
い
る
場
合
は
、

第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
第
八
号
に

掲
げ
る
書
類
の
う
ち
第
九
条
の
二
第
二
項
第
九
号

か
ら
第
十
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
全
部
又
は

一
部
に
代
え
て
、
当
該
許
可
に
係
る
許
可
証
（
許

可
の
更
新
の
申
請
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
許

可
に
係
る
も
の
を
除
く
。）を
提
出
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
。

５

都
道
府
県
知
事
は
、
申
請
者
が
法
第
十
四
条
第

一
項
若
し
く
は
第
六
項
、第
十
四
条
の
二
第
一
項
、

第
十
四
条
の
四
第
一
項
若
し
く
は
第
六
項
、
第
十

四
条
の
五
第
一
項
、
第
十
五
条
第
一
項
又
は
第
十

五
条
の
二
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
（
平

成
十
二
年
十
月
一
日
以
降
に
受
け
た
許
可
で
あ
つ

て
、
当
該
許
可
の
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過

し
な
い
も
の
（
第
九
条
の
二
第
六
項
（
第
十
条
の

九
第
二
項
、
第
十
条
の
十
二
第
二
項
及
び
第
十
条

の
二
十
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）、
こ
の
項
（
第
十
条
の
九
第
三
項
、
第
十
条

の
十
六
第
二
項
及
び
第
十
条
の
二
十
二
第
三
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
第
十
一
条

第
八
項
（
第
十
二
条
の
九
第
四
項
、
第
十
二
条
の

十
一
の
十
二
第
三
項
、
第
十
二
条
の
十
一
の
十
三

第
三
項
及
び
第
十
二
条
の
十
二
第
三
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
別
に
受

け
た
許
可
に
係
る
許
可
証
を
提
出
し
て
受
け
た
許

可
を
除
く
。）に
限
る
。）を
受
け
て
い
る
場
合
は
、

第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
第
八
号
に

掲
げ
る
書
類
の
う
ち
第
九
条
の
二
第
二
項
第
九
号

か
ら
第
十
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
全
部
又
は

一
部
に
代
え
て
、
当
該
許
可
に
係
る
許
可
証
（
許

可
の
更
新
の
申
請
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
許

可
に
係
る
も
の
を
除
く
。）を
提
出
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
。

８

（
略
）

６

（
略
）

（
産
業
廃
棄
物
処
分
業
の
実
施
に
関
し
優
れ
た
能

力
及
び
実
績
を
有
す
る
者
の
基
準
）

（
産
業
廃
棄
物
処
分
業
の
実
施
に
関
し
優
れ
た
能

力
及
び
実
績
を
有
す
る
者
の
基
準
）

第
十
条
の
四
の
二

令
第
六
条
の
十
一
第
二
号
の
環

境
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、次
の
と
お
り
と
す
る
。

第
十
条
の
四
の
二

令
第
六
条
の
十
一
第
二
号
の
環

境
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

従
前
の
法
第
十
四
条
第
六
項
の
許
可
に
係
る

許
可
の
有
効
期
間
（
同
条
第
八
項
に
規
定
す
る

許
可
の
有
効
期
間
を
い
う
。）又
は
当
該
有
効
期

間
を
含
む
連
続
す
る
五
年
間
（
同
条
第
六
項
の

許
可
を
受
け
て
い
る
期
間
に
限
る
。）の
い
ず
れ

か
長
い
期
間
に
お
い
て
特
定
不
利
益
処
分
を
受

け
て
い
な
い
こ
と
。

一

従
前
の
法
第
十
四
条
第
六
項
の
許
可
に
係
る

許
可
の
有
効
期
間
（
同
条
第
八
項
に
規
定
す
る

許
可
の
有
効
期
間
を
い
う
。）



に
お
い
て
特
定
不

利
益
処
分
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
。

令和年月日 火曜日 (号外第号)官 報 
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